
Copyright 2023 Fuji Seal Group

エコパッケージトレンド
第9回レポート：APAC
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APACのエコ関連訴求は着実に増加傾向
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APAC地域の消費財カテゴリーにおける新製品のエコ関連訴
求は、2021年から2022年にかけて、いずれも増加した。

全体での新製品数は少ないものの、「カーボンニュートラ
ル」を訴求する製品は増えており、ブランドは、二酸化炭素
削減の取り組みを製品パッケージから伝えている。
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増加傾向であるカーボンニュートラル訴求だが国によっては限定的

出典：Mintel GNPD（グローバル 新製品データベース）消費財製品（食品、飲料、美容・パーソナルケア、家庭用品、ヘルスケア）

Barambah Organics
Organic All Natural Full Fat Yoghurt
(Oct 2022、オーストラリア）

ヨーロッパで見られるタブ包装を採用した
オーガニック認定ヨーグルト
オーストラリア産の原材料を95％以上使用し、
クイーンズランド州南東部のダーリングダウ
ンズにあるメーカーの豊かな牧草地と、
ニューサウスウェールズ州の酪農場で生産さ
れた、持続可能な農法とカーボンオフセット
の製品。容器はリサイクル可能

HiPP Babysanft *ドイツブランド
(Oct 2022、台湾）

100%グリーンエネルギーで作られたカーボ
ンニュートラルなベビー用ボディソープ

防腐剤、鉱物油、石鹸、可塑剤不使用で、動
物実験なしのリサイクル可能な容器を採用
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「カーボンニュートラル」訴求の新製品 国別の割合
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過去2年間のAPAC地域の「カーボンニュートラル」訴求の新製品の割合を国別で見ると、オーストラリアが最も多い。ニュージーランドを除く下位の国では、自国
のブランドよりも欧米の輸入品が多く見られることから、アジア圏のローカル企業によるカーボンニュートラルの取り組みはまだ限定的である。
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人口の増加で資源への圧力が高まるインド

4

インドは、2030年には15億人、2050年には16億6,000万人に達し、
最も人口の多い国となることが予想されている。
人口の増加により、食料、燃料、水の使用量が増加し、地域や世界の
資源に対する圧力が高まり、消費者は自らのエコ・フットプリントへ
の関心を高め、自分たちの影響を減らし、地球を保護するための支援
を企業に求めるようになるだろう。

すでに多くの企業が持続可能性を高めるためにビジネスモデルを適応
させているが、地球の健康状態がますます憂慮される中、消費者は企
業に対してこれまで以上に抜本的な解決策を期待するようになる。

出典：Mintel Reports

Datacatalog World Bank

インドの人口

Carbon Watch
個人の二酸化炭素排出量を評価する
モバイルアプリケーション

Giki (“Get Informed, Know your 
Impact”) アプリは、スーパーマー
ケットの持続可能な製品を評価

カーボントラッキング技術は、消費者が自分のエコ行動の実態を把握し、
どこを変える必要があるのかを理解するのに役立つ

https://datacommons.org/place/country/IND?category=Demographics
https://www.firstpost.com/tech/news-analysis/carbon-watch-an-android-app-that-will-let-you-assess-your-carbon-footprint-and-suggest-how-to-reduce-it-9330821.html
https://products.impactscore.app/
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東南アジアのボトルウォーターカテゴリーは、
消費者の水分補給ニーズと持続可能性のバランスを取っている

マレーシアのボトルウォーターメーカーであるSpritzerは、人間工学に基づい
たグリップを備えたモダンで新しい外観のボトルを作成。人気の「スプリッ
ツァー ナチュラルミネラルウォーター」の新しいボトルデザインが、再生プ
ラスチック製で、100％リサイクル可能となっている。
このリフレッシュされたデザインは、ボトルの変身を紹介するフィルムと
「New Look, New Purpose」キャンペーンとともに発表され、この変化の背
景にある目的、そしてブランドが目指したもの-「一度に1本ずつ、自然にお返
しをする」が紹介されている。

出典：Mintel Trends, Spritzer

Spritzer Air Mineral Semulajadi
(Oct 2022、マレーシア）

再生プラスチックを使用したリサイ
クル可能なパック
ロゴと認証 2021 Superior Taste 
Award、QRコード、ハラール対応

東南アジアで大きな市場となっているボトルウォーターは、
利便性に加えて、この地域の多くの消費者にとって、安全な
飲料水の重要な供給源となっている。

2021年にはインドネシアだけで清涼飲料小売販売量の85％
、タイでは65％、マレーシアでは43％を占めると推定されて
いる。2022年7月までの12カ月間に東南アジアで発売された
ボトルウォーターの80%は、プラスチック製のPETを使用し
てパッケージングされている。

プラスチックで溢れているにもかかわらず、2021年に発表さ
れた世界銀行の調査結果によると、タイ、フィリピン、マレ
ーシアではリサイクル可能なプラスチックが18～28％しか回
収・再利用されていないことが明らかになった。

ボトルウォーターメーカーは、環境への害を最小限に抑えな
がら、消費者の水分補給ニーズを満たし続けることができる
ように、このカテゴリーの将来性を高める必要がある。

https://www.spritzer.com.my/packaging
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持続可能なパッケージのボトルウォーターは、使い捨てプラスチックを
廃止している特定の場所をターゲットに
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ボトルウォーターにとって小売は重要な市場だが、持続可
能な製品は、使い捨てプラスチックを段階的に廃止してい
るホテル、レストラン、カフェ（HoReCa）、会議、イン
センティブ、会議、展示会（MICE）などのオントレードで
の機会をターゲットにすることができる。

東南アジアでは、2022年7月までの12カ月間に発売される
プレーンウォーター（フレーバーウォーターを除く）のう
ち、ガラスとアルミニウムが14％を占めている。ガラス、
缶、カートンは、この地域のHoReCaとMICEのオペレー
ションの持続可能な目標達成のために、より大きな役割を
果たすことができる。

政府機関であるタイ・コンベンション＆エキシビション・
ビューロ（TCEB）は、使い捨てのプラスチックではなく、
フラスコやジョッキ、ガラス瓶で飲料水を提供することを
促進するグリーン・ガイドラインを導入している。第31回
東南アジア競技大会のようなスポーツイベントでは、会場
内での使い捨てプラスチック製品の削減を提唱している。

出典：Mintel Reports, Mintel GNPD（グローバル 新製品データベース）

Chabaa Bangkok Water
(Jul 2022、タイ）

IKEAの飲料水製品（330ml)
は、アルミニウムループの
ロゴが付いておりリサイク
ル可能

Greenery SE Water
(Mar 2022、韓国）

５つ星ホテル・コーヒー
チェーン、展示会などで提
供。
「Metal Recycles Forever」
のロゴとQRコード記載

Linaco Manufacturing
Watertree
(Aug 2020、マレーシア）

BPA、BPSフリー、FSC認証
の330mlパック。使い捨て
プラスチックの使用を廃止
しているクアラルンプー
ル・コンベンションセン
ターで提供
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グローバルブランドは廃棄量削減の目標をパッケージに掲げ、
環境に配慮した取り組みを購入者にアピール
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出典：Mintel Reports, Mintel GNPD（グローバル 新製品データベース）

Nestlé
Nescafé Creamy & Frothy Mocha
( Sep 2022、カンボジア）
オーストラリアやインドネシア等でも販売

左記Nestlé社の製品は、外箱に「2025年までにパッケージ
をリサイクル可能または再利用可能にすることを約束」と大
きく記載しており、包装の素材とリサイクルへの取り組みを
説明している。

- 外箱はリサイクル可能で、小袋もリサイクル可能なものを
目指している

100% 持続可能なコーヒー豆で作られており、少なくとも
40% のオーストラリア産の原料を使用してオーストラリア
で作られている

Do Good Together、Nescafé Grown Respectfullyの認証ロ
ゴの他にQRコードが記載されている

この製品のユニークな点として、小袋の開封を簡単にできる
ように、指を抑える場所をイラストで案内していることが挙
げられる。
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革新的なBPCパッケージは持続可能なビジネスの実践をリード

出典：Mintel Trends, Siita, The Korea Times、Mintel Reports, Mintel GNPD（グローバル 新製品データベース）

新しいK-BeautyブランドであるSiitaは、2022年に自社の
プラスチック廃棄物を処理するために、プラスチック分
解を加速させる新技術を開発したことを発表した。
Siitaは、自社製品を独自の技術で完全に分解し、分解さ
れた製品は、高品質の有機堆肥となり、地域社会や農家
に提供される。
廃棄物ゼロのための技術に焦点を当て、持続可能なビジ
ネスの実践をリードし、市場での差別化に成功している。

中国南西部の少数民族が暮らす四川
省梁山市の「サステナビリティ・
ガーデンオブチェリー」を通じて、
スキンケア製品の年間生産量53000
個分に相当するカーボンオフセット
を行う「ネット・ゼロ・カーボン」
プログラムを開始したほか、
「サステナビリティ・ガーデンオブ
チェリー」を通じて、スキンケア製
品の年間生産量に相当する排出をオ
フセットしている。

Simply This
Reviving Eye and Lip Contour Cream 
(Dec 2022、中国）

クリーンビューティの考えを取り入れた
ブランドは、動物実験を一切行わないこ
と、廃棄物を最小限に抑えること、リサ
イクル可能で自然に生分解するサトウキ
ビ紙を使用し、大豆インクで印刷し、FSC
認証を受けたパッケージを使用すること
を約束している

https://m.siita.co.kr/
https://www.koreatimes.co.kr/www/culture/2023/02/135_316466.html
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